
　　　　「果物の消費に関するアンケート」の結果について

　

１　アンケート期間

　平成１９年２月１９日（月）～３月１８日（日）

２　アンケートを寄せられた方の内訳

（１）性別

人数

1 男性 63

2 女性 36

合計 99

（２）年齢

人数

1 １９歳以下 1

2 ２０～２９歳 13

3 ３０～３９歳 28

4 ４０～４９歳 29

5 ５０～５９歳 22

6 ６０～６４歳 4

7 ６５歳以上 2

合計 99

（３）居住地域

人数

1 名古屋地域 38

2 尾張地域 31

3 西三河地域 15

4 東三河地域 9

5 県外 6

合計 99

　果物の消費状況、意向等につきまして、平成１９年２月１９日（月）から３月１８日（日）ま
でアンケートを実施したところ、下記のとおり９９名の方のご参加をいただきました。ありが
とうございました。
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３　集計結果

人数

1 知っている 20

2 知らない 79

合計 99

人数

1 ０ｇ 16

2 ５０ｇ 25

3 １００ｇ 36

4 １５０ｇ 11

5 ２００ｇ 4

6 ２５０ｇ 4

7 ３００ｇ以上 3

合計 99

　

 ※果物別100ｇの目安（みかん1個、りんご中0.5個、なし中0.5個、
　　柿0.5個、ぶどう（巨峰）小0.5房、もも大0.5個、ｷｳｲﾌﾙｰﾂ１個

【問１】　健康のために、毎日、果物を200ｇ以上食べることを推進する「毎日くだもの
　　　　　200ｸﾞﾗﾑ運動」をご存じですか。（回答は一つ）

【問２】　あなたは、１日当たりどれくらいの量の果物を食べていますか。次の中から
       最も近いと思われる量を選んでください。

知らな
い
80%

知って
いる
20%

0 10 20 30 40

０ｇ

５０ｇ

１００ｇ

１５０ｇ

２００ｇ

２５０ｇ

３００ｇ以上

人



【問３】　あなたの果物を食べる量は、５～６年前に比べてどう代わりましたか？

　　　　（①増えている、②変わらない、③減っている、①から③の番号でお答えください）

（単位：人）

増えている 変わらない 減っている 計

1 みかん 13 52 34 99

2 りんご 30 44 25 99

3 な し 10 59 29 98

4 かき 21 45 33 99

5 ぶどう 23 47 29 99

6 もも 15 48 36 99

7 いちじく 14 48 37 99
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人数

1 果物は健康に良いこと、果物がもつ栄養成分や機能性成分など効能をＰＲする　 43

2 果物を加工・調理するなどの食べ方をＰＲする 24

3 学校給食など食育を通じ、子供の時期から果物を食習慣の中に定着させる 47

4 カットフルーツなど皮を剥いた状態あるいはジュースにして販売する 20

5 皮ごと食べられる、皮の剥きやすい果物等、新しい品種を開発する 23

6 デパート等で果物フェアなどイベントを開催する 20

7 果物の価格をもっと安くする 54

8 その他 8

【問４】　現状の国民１人当たりの果物消費は、１日１１５ｇ程度とまだまだ少ない状況にあり
        ますが、どうすればもっと果物を食べるようになると思いますか。（複数回答可能）
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果物の価格をもっと安くする

デパート等で果物フェアなどイベントを開催する

皮ごと食べられる、皮の剥きやすい果物等、新しい品種を開発する

カットフルーツなど皮を剥いた状態あるいはジュースにして販売する

学校給食など食育を通じ、子供の時期から果物を食習慣の中に定着させる

果物を加工・調理するなどの食べ方をＰＲする

果物は健康に良いこと、果物がもつ栄養成分や機能性成分など効能をＰＲす
る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


